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水産教室の模様（４）

北牟婁郡紀伊長島町の小学生35名が、総合学習の時間を利用して地元の有力産業である漁業を勉強[image: image1]しました。今回は最終回です。子どもたちは、どんな感想を持って帰ったのでしょうか？
いさき釣り（１）
地元では「いさぎ」と呼び紀伊長島では重要な魚で、漁師をしている人の半数以上がこのいさき釣りをしています。
いさきは水深20～30ｍの根（水中の山や磯のようなところ）にいます。ここに向けて、アミ類を”こませ”にした疑似餌仕掛けを投入します。糸を上下に振ってアミ類を水中へ放出し、こませと間違えて疑似餌を喰わせる漁法です。この漁法はかつおの一本釣りとは違い、竿を使わない釣りです。
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いさき釣り（２）
道具を持ってきていただき、それを用いてお話をしてもらいました。
普通、いさき釣りは、朝３時から出かけてきて、12時まで操業します。今日の先生「東茂」さんには、いさき釣りが終わってから講義に来てもらいました。今日の水揚げは８匹だったそうです。漁師歴55年の大ベテランとはいえ不漁の時もあり、自然を相手にする仕事は大変なようです。しかし、２人の先生[image: image3.jpg]


に共通することは「海が好き」だということでした。
市場見学
長島町漁協で市場を担当されています東さんから、市場の説明がありました。この市場はＬ字型で、片方では巻き網漁船が水揚げしており、もう片方で一本釣り漁船などが水揚げし、競りが行われています。さきほど競りの状況を見学していたので、子どもたちの話を聞く姿勢にも熱が籠もっているような気がしました。もしかしたら、この中から将来、仲買人さんになる人が出てくるかもしれませんね。
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お、重い・・・
10kgサイズのしいらを持ち上げてみました。しかし、水中と比べると重すぎて、持ちきれませんでした。小学生なら、さしずめ自分の体重の３分の１くらいもある大物です。ダイナミックな思い出（重いで？）を持って、小学生のみんなは帰路につきました。
